
■解決策：令和元年11月28日 「新現役交流会2.0」 開催

（１） コミュニティの形成支援 「ちいきん会」
（地方創生に関心ある公務員と金融マンの交流会）

■ 金融機関等 ２５機関 東北の中小企業 ４３社

■ 成果

①首都圏企業ＯＢ等の人材活用により企業の生産性を向上

②新現役とのマッチング希望数３７社 （全体の８６％）と好評

地域課題解決支援チームの活動について１ （ちいきん会・新現役交流会2.0）

■ちいきん会情報、こちら⇒
（Facebookページ）

（２） 「新現役交流会2.0」の開催
（支援チームと５省庁や金・民がチャレンジングな企画を共同企画）

成果

■熱意ある公務員と金融機関職員や学生等が、肩書を外し、
安心して建設的な議論を通じて、行動できる仲間と出会う。

■内容
・ 参加者のテーマプレゼン（3分/人）
・ 共感するテーマで車座意見交換
・ 立食での交流会
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首都圏 地方

① 2019.3東京 ２３０名

② 2019.6東京 ２００名

③ 2019.11福島 ３８０名

④ 2020.3東京 ３００名（先着順）
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■ 課題：

中小企業の経営課題解決に資する専門人材の確保

今後、支援チームは、相談のあった金融機関等（例：山口県内金融機関等）
に運営ノウハウ提供や改善提案を行う。

展開

解決策

■課題： 熱意ある公務員は、一緒に行動できる
金融機関職員との出会いの場を求めている。

地域課題解決支援チーム
企画


